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要旨：目的：メンタルヘルスは現代の労働衛生において大きな問題である．労働者が 50人以上の
事業場では，メンタル不調の未然防止のためにストレスチェックが義務付けられている．しかし
50人未満の職場が殆どであるクリーニング業ではこの予防体制の枠組みに入らず，状況は不明で
ある．本研究では全国のクリーニング従事者のストレス状況に関する基本的資料を得ると共にス
トレスの要因を明らかにすることを目的とした．
方法：全国 16地域のクリーニング従事者 352人を対象に，2021～2023年度にかけて質問紙票
による調査を実施した．質問紙票には職業性ストレス簡易調査票 57項目（領域 A：仕事のストレ
ス要因 17項目，領域 B：心身のストレス反応 29項目，領域 C：周囲のサポート 9項目，満足度
2項目）に加えて，年齢，性別，職場規模，職種（クリーニング作業のみ，クリーニング作業と事
務・営業等を兼務，事務または営業のみ）の項目を設けた．素点換算表を用いて点数化し，領域
Bの合計が 12点以下，または領域 Aと Cの合計が 26点以下かつ領域 Bの合計が 17点以下の者
を高ストレス者と判定した．高ストレス者の頻度を算出し，年齢，性別，職場規模，職種，地域
（首都圏及び政令指定都市，それ以外）によって差があるか解析した．
結果：回答者は計 220人（男 63人，女 157人，平均年齢 56.3歳），回収率 62.5%であった．高

ストレス者の頻度は全体で 12.7%（男 10人，女 18人）となったが，事業所毎に大きなばらつきが
あった．高ストレス者は 60歳未満に有意に多く，また職種によって統計的な有意性が見られた．
性別，職場規模別，地域別に有意差はなかった．
結論：クリーニング従事者にも全国一般労働者の調査と同程度の高ストレス者が存在すること
が明らかとなった．今回，高ストレスに関わる有意な要因として年齢と職種が挙げられたが，他
にも要因がある可能性がある．今後も更に研究参加者を募ってストレスとなり得る要因を引き続
き調査する必要がある．

（日職災医誌，73：18─26，2025）

―キーワード―
ストレスチェック，クリーニング従事者，溶剤

背景・目的

メンタルヘルスは現代社会の労働衛生において大きな
問題である．厚生労働省が毎年行っている労働安全衛生
調査（実態調査）の 2022年の結果によると，過去 1年間
にメンタルヘルス不調により連続 1カ月以上休業した労
働者がいた事業所の割合は 10.6%，退職した労働者がい
た事業所の割合は 5.9%であった１）．国はメンタルヘルス
対策として，労働安全衛生法改正に基づき 2015年より常

時 50人以上の労働者を使用する事業者に対し，労働者の
メンタル不調の未然防止を目的としたストレスチェック
を義務付けた．このストレスチェック制度では，労働者
が高ストレスであるかどうかの評価を，職業性ストレス
簡易調査票を用いて行う．この調査票はあらゆる業種の
職場で使用することが可能で，ストレス反応以外に仕事
上のストレス要因や修飾要因を同時に測定できる多軸的
なものである２）．こうして労働者が自らのストレスがどの
ような状況にあるかを知り，ストレスをコントロールす



鈴木ら：全国のクリーニング従事者の高ストレス者の頻度とその関連する要因 19

るという予防体制が整備された３）．しかし労働者数が 50
人未満の職場についてはこの枠組みから取り残されてい
る．労働者数 50人未満が多い業種としてクリーニング業
があり，この予防体制の枠組みに入っていない．そのた
めクリーニング従事者のメンタルヘルス状況は不明で，
我々の知る限り報告がない．
クリーニング業における職業上のリスクとしては，溶
剤などの化学的要因が挙げられ，代表的なものとしてド
ライクリーニングで使用される石油系溶剤やテトラクロ
ロエチレンがある．石油系溶剤は一般的には毒性が低い
とされているものの，高濃度であれば皮膚粘膜症状や中
枢神経障害が起こる可能性もあり，刺激性接触皮膚炎４）５）

や化学熱傷６）と関連するとする報告がある．またテトラク
ロロエチレンの曝露は重篤な健康障害のおそれがあり，
ドライクリーニング従事者においては眼の刺激症状７）や
肝臓障害８）など，様々な健康影響の報告がある．Landskro-
ner et al．はクリーニング従事者におけるテトラクロロ
エチレンと発がん性に関する研究が多い９）とし，Vlaan-
deren et al．は膀胱がんのリスク上昇を報告している１０）．
なお日本ではテトラクロロエチレンの作業環境中の管理
濃度は 25ppm１１），許容濃度は 50ppm１２）と定められてい
る．例え良好な管理がなされていても，このような健康
影響があるとされる化学物質を扱うことが，精神的なス
トレスにつながる可能性は否定できない．クリーニング
従事者には溶剤等を扱う作業者と事務または営業のみの
者に加えて，両方を担当する労働者が含まれるが，溶剤
等の化学物質を扱う作業者が高ストレスとなる可能性が
ある．
そこで本研究では，初の試みとして全国のクリーニン
グ従事者を対象にストレスチェックを実施することとし
た．これにより現在の日本におけるクリーニング従事者
のストレス状況に関する基本的資料と高ストレス者の頻
度を得ることを目的とした．
化学物質の取扱い以外にもクリーニング業においては
ストレスとの関連が考えられる要因がある．クリーニン
グ業は大半（全国平均 76.9％）が従業者数 5人未満の事業
者である１３）．小規模な職場では従業員 1人に対する業務
の比重が大きく，また人間関係が密接である可能性もあ
り，小規模であることがストレスにつながる可能性が考
えられる．またクリーニング業においては，経営者自ら
が従事者である場合も多い．2023年度の 70歳以上の経
営者の割合は 42.5％で，経営者の高齢化が窺える１３）．更に
定年がない事業所が多いため，全体的に従事者が高齢化
している可能性がある．高齢化はメンタルヘルスと関連
があり，加齢に伴って増加する睡眠問題は生活の質
（QOL：Quality of life）を大きく低下させ，身体疾患，精
神疾患のリスクを高めると報告されている１４）．またうつ
病は高齢者によくみられる疾患である１５）．
更に考慮すべき条件として，地域性がある．クリーニ

ング事業所は仕事の性質上，一般に全国各地の商業地に
存在している．首都圏や政令指定都市に代表される都市
部は公共交通機関が整い，商業施設や医療機関が多く便
利であるため，生活満足度は地方と比較して高いと評価
される１６）．そのため都市部でのストレスは低いと予想さ
れる．一方，日本国内の IT企業社員を対象とした研究で
は，都市部から自然豊かな地方への転地勤務によりメン
タルヘルスや QOLが改善したと報告されている１７）．また
韓国における研究では都市部の住民に高い割合でうつ症
状が見られた１８）．以上より，大都市部とそれ以外の地域で
は，業種によりメンタルヘルスの影響は異なる可能性が
あり，クリーニング業に関してはデータがない．
よって本研究では，全国のクリーニング従事者に調査
を行い，クリーニング従事者の高ストレス者頻度を明ら
かにした上で，職種，職場規模，年齢，地域別の比較を
行い，高ストレス者の頻度に相違があるかどうかも明ら
かにすることとした．併せてクリーニング従事者にスト
レスチェックの評価を提供し，自らのストレスの状態に
気付いてもらう機会とすることとした．

研究方法

多くのクリーニング業者が加盟しているクリーニング
業界の代表的な団体である全国クリーニング生活衛生同
業組合連合会によって組織されている「クリーニングと
公衆衛生に関する審査委員会」を通じて，全国の都道府
県から 16地域（北海道，岩手県，宮城県，茨城県，千葉
県，東京都，神奈川県，福井県，静岡県，愛知県，滋賀
県，鳥取県，山口県，高知県，大分県，沖縄県）を選定
し，それらの地域のクリーニング事業所の従事者を対象
とした．実施方法は，ストレスチェックを含む質問紙票
による調査で，2021年度から 2023年度にかけて行った．
各年度 11月から 1月に，それぞれの地域の担当者へ依頼
して調査を実施した．対象者数は総勢 352人であった．
ストレスチェック票は，領域 A（ストレスの原因と考
えられる因子）17項目，領域 B（ストレスによって起こ
る心身の反応）29項目，領域 C（ストレス反応に影響を
与える他の因子）9項目，ストレスの選定には使用しない
仕事及び生活の満足度 2項目，計 57項目からなる（図
1）１９）．
質問紙票にはストレスチェック票に加えて，年齢，性
別，職場規模，職種（クリーニング作業のみに従事，ク
リーニング作業と事務・営業等を兼務，事務または営業
のみに従事）の項目を設けた．説明文書を読み同意を得
られた者を参加者として，担当者を通じて回収した．研
究参加者のプライバシーを保護するために，回収したス
トレスチェックの質問紙票は，連結可能匿名化の方法を
とることとした．氏名など個人識別情報は質問紙票から
分離して，解析担当者（防衛医科大学校の担当者）とは
別に保管者（クリーニングと公衆衛生に関する審査委員
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図 1　職業性ストレス簡易調査票（57 項目） 

会の担当者）を設定し，鍵の付いたロッカー内に保管し
た．分離された残りの調査票に関しては，解析担当者ま
で郵送した．
ストレスチェック票 57項目のうち 55項目を高ストレ

スの判定に用いる．そのうち領域 Aに関しては 17項目
から仕事の負担（量・質），身体的負担，対人関係，職場
環境，仕事のコントロール度，技能の活用度，適性度，
働きがいといった尺度にまとめられる１９）．それぞれの尺
度の評価点を厚生労働省による素点換算表に従って算出
し，その合計を領域 Aの評価点とした．評価は 5段階で，
評価点が低いほどストレスが大きいと判断される．領域
Bに関しては，同様に 29項目から，活気，イライラ感，
疲労感，不安感，抑うつ感，身体愁訴の評価点を算出し，
その合計を領域 Bの評価点とした．領域 Cに関しては，
9項目から上司からのサポート，同僚からのサポート，家

族・友人からのサポートの 3つの尺度の評価点を算出
し，合計を領域 Cの評価点とした．最終的にこの評価点
を用い，高ストレス群の選定を行った．領域 Bの評価点
が 12点以下，または領域 Aと Cの合計点が 26点以下で
あり，かつ領域 Bの合計点が 17点以下の者を高ストレ
ス者と判定した．
得られたストレスチェック票から， 領域 Bの評価点，
領域 A，Cの評価点の分布を示し，上記の評価点の判断
基準から高ストレス者がどの程度いるか判定した．また，
それぞれの事業所毎の高ストレス者の頻度も算出した．
各項目の評価点の平均については，高ストレス集団と非
高ストレス集団の比較を t検定で行った．更に年齢，性
別，職場規模（30人以上の従業員がいる工場 vs 30人未
満），職種，事業所がある自治体の人口規模（首都圏及び
政令指定都市 vs大都市以外の地域）によって高ストレ
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ス者の頻度に相違があるかどうか，χ2検定または Fisher
の直接確率法によって統計解析を行った．なお個人の判
定については，回答者それぞれに医師が指導項目を記入
し封をした上で，審査委員会の担当者が個人を照合して
郵送し，結果をフィードバックした．
研究は，防衛医科大学校倫理審査委員会の承認を得た
後に行った．

結 果

得られた有効回答数は 220人，回収率は 62.5%（220/
352）となった．年齢階級別人数は，20代 9人（4.1％，但
し 19歳 1人を含む），30代 15人（6.8％），40代 42人
（19.1％），50代 62人（28.2％），60代 55人（25.0％），70
代 32人（14.5％），80代以上 4人（1.8％），未回答 1人
（0.5％）であり，最年少 19歳，最年長 91歳，年齢の平均
値±標準偏差は 56.3±13.6歳であった．性別に関しては，
男性 63人（28.6％），女性 157人（71.4％）となった．職
場規模については，50人以上の事業所が 2カ所のみだっ
たため 30人で分け，従業員数 30人以上は 122人
（55.5％），30人未満は 98人（44.5％）となった．職種に
関しては，クリーニング作業のみに従事が 109人
（49.5％），クリーニング作業と事務・営業等を兼務が 63
人（28.6％），事務または営業のみが 43人（19.5％），未回
答 5人（2.3％）となった．地域別では，首都圏及び人口
50万人以上の政令指定都市にある事業所の労働者は 121
人（55.0%），それ以外の地域にある事業所の労働者は 99
人（45.0%）であった．
図 2に個人に郵送するストレスチェック結果の仮想例

を示した．点数化した評価結果は，本人にストレスへの
気付きを促すため，実施マニュアルで推奨されている通
りレーダーチャートを用いて視覚的にわかりやすく示し
た１９）．領域 Aの心理的な仕事の負担（量），心理的な仕事
の負担（質），自覚的な身体的負担度，職場での対人関係
のストレス，職場環境によるストレス，仕事のコントロー
ル度，技能の活用度，仕事の適性度，働きがい，領域 B
の活気，イライラ感，疲労感，不安感，抑うつ感，身体
愁訴，領域 Cの上司からのサポート，同僚からのサポー
ト，家族・友人からのサポートについて，領域ごとにレー
ダーチャートを用いて示し，問題になった項目があれば，
それぞれ指導項目を記載した．
図 3に素点換算表を用いた職業性ストレス簡易調査法

によるクリーニング従事者の領域 Bの評価点の分布を
示した．領域 B単独で高ストレスと評価される 12点以
下となった者は 22人であった．また領域 Aと Cと合わ
せると高ストレス者になり得る，領域 Bが 17点以下は
計 75人となった．図 4に素点換算表を用いた職業性スト
レス簡易調査法によるクリーニング従事者の領域 Aと
Cの評価点合計の分布を示した．合計点が 26点以下の者
は 17人で，このうち 16人は領域 Bの合計点が 17点以

下だったため，高ストレスと判定された．但し，16人の
うち 10人は領域 Bが 12点以下であって，既に領域 B
単独で高ストレス者と評価されていたため，図 3の分布
からは 6人が高ストレス者として加わることとなった．
そのため，全体として高ストレスと判定されたのは 28
人（12.7％）となった．なお事業所ごとの高ストレス者の
頻度については，0%から 57.1%の範囲であった．
高ストレス集団の評価点の平均は非高ストレス集団と
比較して，全ての項目（領域 Aの仕事の負担（量・質），
身体的負担，対人関係，職場環境，仕事のコントロール
度，技能の活用度，適性度，働きがい，領域 Bの活気，
イライラ感，疲労感，不安感，抑うつ感，身体愁訴，領
域 Cの上司からのサポート，同僚からのサポート，家
族・友人からのサポート）で，統計学的に有意に低い結
果となった（家族・友人からのサポートのみ p＜ 0.05，
それ以外は p＜ 0.01）．なお高ストレス者の過半数が最低
評価点 1となった項目は，活気（57.1%），身体的負担
（53.6%），身体愁訴（50.0%）の 3つであった（図 5）．ス
トレスの選定には使用しない仕事及び生活の満足度につ
いては，高ストレス者の方が統計学的に有意に高い結果
となった（p＜ 0.01）．
要因と高ストレス者をクロス集計した解析について，
表 1に年齢階層と高ストレス者の頻度を示した（年齢未
回答の 1人を除く）．高ストレス者は 20代に 1人，30
代に 3人，40代に 7人，50代に 11人，60代に 4人，70
代に 1人，90代に 1人であった．60歳未満と 60歳以上
に二分割して比較すると 60歳未満 17.2％（22/128），60
歳以上 6.6％（6/91）であり，60歳未満は高ストレス者が
有意に多い結果となった（p＜ 0.05）．なお仕事及び生活
の満足度については，60歳以上より 60歳未満の方が有
意に高い結果となった（p＜ 0.01）．
性別による高ストレス者の頻度は，男性 15.9％（10/

63），女性 11.5％（18/157）であり，統計学的に有意では
なかった（p=0.38）．また職場規模別の高ストレス者の頻
度については，従業員数 30人未満の職場で 15.3%（15/
98人），30人以上の職場で 10.7%（13/122）となり，有意
差は見られなかった（p=0.30）．
表 2に職種別の高ストレス者の頻度を示した（職種未
回答の 5人を除く）．高ストレス者のうち 22人がクリー
ニング作業のみに従事，3人がクリーニング作業と事
務・営業等を兼務，3人が事務または営業のみに従事し
ている者であった．高ストレス者の頻度はそれぞれ
20.2%（22/109），4.8%（3/63），7.0%（3/43）で，職種の
違いによって統計的な有意性が見られた（p＜ 0.01）．
高ストレス者の頻度を，首都圏及び政令指定都市とそ
れ以外の地域の 2つに分けて比較すると，首都圏及び政
令指定都市は 9.9%（12/121），それ以外の地域は 16.2%
（16/99）となり，統計学的に有意な差はなかった（p=
0.17）．
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図 2　研究参加者へフィードバックした職業性ストレス調査票に基づくストレスの判定（仮想例）
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考 察

クリーニング業に従事する労働者におけるメンタルヘ
ルスに関する労働安全衛生管理は，クリーニング従事者
自身の健康維持に加え，清潔で衛生的な生活の維持や感
染症の予防というクリーニングの役割を果たすためにも
重要である．今回は特に化学物質について研究の焦点を

当てた．そのため職種は 3つに分けて検討した．
今回の研究では有効回答数が 220人であり，一定の参
加者が得られた．ストレスチェックの実施は従業員数 50
人未満の事業場では努力義務であるため，ストレス
チェックが実施されない職場では，自身のストレス状態
を客観的に知る機会が得られない．厚生労働省の報告に
よると，全国における一般の事業場における 2022年の実
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図 3　素点換算表を用いた職業性ストレス簡易調査法によるクリーニング従事者の領域Bの評価点の分布
注）黒塗りのバーである 12点以下は単独で高ストレス者と判定され，灰色のバーである 17点以下は領域A
と Cの合算の評価点が 26 点以下だった場合に高ストレス者と判定．

図 4　素点換算表を用いた職業性ストレス簡易調査法によるクリーニング従事者の領域A＋C合計の評価点
の分布
注）黒塗りのバーである 26 点以下は領域B の 17 点以下と併せて高ストレス者と判定．

施率は 50人以上の事業場では 84.7%であった．なお事業
場の規模が大きいほど実施率は高く，1,000人以上では
98.8%であったのに対して，30～49人では 45.1%，10～29
人では 29.8%と規模が小さいほど実施率が低かった１）．50
人未満規模の事業場のうち，単独事業場（大手企業の支
社，出張所などでない事業場）に限ると実施率はさらに
低率となる．今回，従業員数 50人以上の職場に加えて，
ストレスチェックが義務付けられていない小規模な事業
所でも高ストレス者の頻度を算出した．併せて全ての研
究参加者において個人ごとの評価を行い，参加者それぞ

れにフィードバックできたことは，ストレスチェックの
機会を供したという一定の意義があると考える．
全体として高ストレス者の判定となったのは，12.7%

（男女別では男性 15.9%，女性 11.5%）であった．全国労
働衛生団体連合会メンタルヘルス専門委員会が 2022年
に会員（全国の一般労働者）139.5万人を対象として行っ
た研究では，高ストレス者の頻度は 14.9％（2021年度は
14.2%），男女別では男性 16.6％，女性 11.5％であり，本
研究の高ストレス者の頻度は全国の一般労働者を対象と
した調査と同程度と考える．性別によって高ストレス者
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図 5　素点換算表を用いた職業性ストレス簡易調査法によるク
リーニング従事者の各項目で評価点 1の人の割合

表 1　クリーニング従事者における年齢階級別高
ストレス者の頻度

年齢階級 高ストレス者の頻度
（数/年齢階級別人数）

～ 29 歳 11.1%（1/9）

17.2%（22/128）
30 ～ 39 歳 20.0%（3/15）
40 ～ 49 歳 16.7%（7/42）
50 ～ 59 歳 17.7%（11/62）

60 ～ 69 歳 7.3%（4/55）
6.6%（6/91）70 ～ 79 歳 3.1%（1/32）

80 歳～ 25.0%（1/4）

合計 12.8%（28/219）

注）年齢未回答の 1人を除く．
60 歳未満と 60 歳以上に二分割して比較すると 60 歳
未満 17.2%（22/128），60 歳以上 6.6%（6/91），P＜0.05
（Fisher の直接確率法）．

表2　クリーニング業従事者の職種別の高ストレス者の頻度

職種 高ストレス者の頻度
（数/職種別人数）

クリーニング作業のみに従事 20.2%（22/109）
クリーニング作業と事務・営業等を兼務 4.8%（3/63）
事務または営業のみに従事 7.0%（3/43）

合計 13.0%（28/215）

注）職種未回答の 5人を除く．
高ストレス者の頻度を職種別に比較すると P＜0.01（χ2 検定）

の頻度に有意な差が見られないのも，全国の一般労働者
の調査と一致した結果であった．
本研究では更に年齢，職場規模，職種，地域によって
相違があるかどうか検討を行った．年齢に関しては，高
年齢でも働けるクリーニング業の特性を反映し，最年少
が 19歳，最年長が 91歳という対象集団であった．60
歳未満と 60歳以上に二分割して比較すると，60歳未満
に高ストレス者が統計学的に多い結果となった．一般労
働者を対象とした既存研究では，60歳以上の高ストレス
者の割合が低いとの結果はある２０）．しかし平均年齢が高
く，小規模な事業所が大半であるクリーニング業では，
被雇用者と合わせて雇用者も多い特殊な形態で，基本的
に被雇用者を対象とした一般労働者の結果とは比較が困
難である．
職種に関しては，クリーニング作業のみに従事，クリー
ニング作業と事務・営業等を兼務，事務または営業のみ
に従事の 3つに分けて解析を行ったところ，高ストレス
者 28人のうち 22人がクリーニング作業のみに従事，3
人がクリーニング作業と事務・営業等を兼務，3人が事
務または営業のみに従事する従業員であった．「クリーニ
ング作業のみ」に従事する高ストレス者の頻度は 20.2%
で，「クリーニング作業と事務・営業等を兼務」の 4.8%
や，「事務または営業のみ」の 7.0%より高かった．職種
による高ストレス者の頻度に有意性があり，様々な化学
物質を扱い身体的負担もあるクリーニング作業がストレ
ス要因になっている可能性は否定できない．クリーニン
グ従事者における研究ではないが，職業的に有機溶剤に
曝露されたグループの間で神経精神疾患のリスクが増加
していることも疫学調査で示されている２１）．また有機溶
剤に 10年間以上曝露された労働者の研究では，活動レベ

ルの低下や神経精神症状が多く観察されている２２）．更に
化学物質以外の作業要因がストレスとなる可能性もあ
る．メンタルヘルス上の問題の一つである不安障害は，
心理症状よりも身体愁訴が多い２３）．通常クリーニング作
業は，立ち仕事がメインで長時間同じ動作が求められ，
本調査でも高ストレス集団で最低評価点 1となった上位
3つを見ると「活気」以外の 2つは「身体的負担」と「身
体愁訴」であった．そのため，3職種のなかではクリーニ
ング作業のみに従事する者の作業負荷の大きさが，身体
愁訴を伴う不安障害となり，結果として高ストレスにつ
ながった可能性がある．なお既存研究でクリーニング作
業従事者に焦点を当てた研究は見られないが，先述の一
般労働者を対象とした全国調査において，職種別では技
能職（生産工程/労務作業）の高ストレス者の頻度が
18.9％と最も高く，営業職の 16.5％，事務職の 14.2%より
も高いという結果となっている２０）．
今回はクリーニング作業と事務・営業等を兼務してい
る場合，どの職種の比重が大きいかまでは調査していな
い．職種別の高ストレス者頻度については，今後も検討
が必要である．
職場規模別の解析では，30人未満の職場で 15.3%（15/

98人），30人以上の職場で 10.7%（13/122）となり，有意
な差はなかった．今回の研究では高ストレス者の頻度は
職場ごとに 0%から 57.1%と大きく異なり，高ストレス
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者が集中している職場もあった．そのため職場規模に関
わらず，個々の職場別の対応が重要であると考える．特
に小規模な工場では，それぞれの労働環境が大きく異な
り，一般化が難しい可能性もある．
首都圏及び政令指定都市とそれ以外の地域の 2つに分
けて比較したところ，有意差はなかった．高ストレス者
の頻度は，職場ごとに非常にばらつきが大きかったため，
この結果のみでは地域性は判断できない．そのため今後
も調査を継続し，より多くの研究参加者を得て解析して
いく必要がある．
なおストレスの選定には使用しない仕事及び生活の満
足度については，高ストレス者の方が有意に高く，一見
矛盾した結果となった．しかし満足度を年齢で解析する
と，60歳未満の方が有意に高かった．今回の研究では，
60歳未満に高ストレス者が多かったため，仕事及び生活
の満足度に年齢が影響した可能性がある．
今回，全国クリーニング生活衛生同業組合連合会の協
力を得て，様々な規模の事業所でストレスチェックを行
えたが，ストレスチェックが義務付けられておらずかつ
小規模な事業所では今後の実施は困難である．メンタル
ヘルスは職場規模に限らず重要な問題であるが，50人未
満の職場が多いクリーニング業において，どのようにメ
ンタルヘルスを把握するかの課題は残ったままである．
またストレスチェックを実施した場合の課題として，高
ストレスと判定された場合，専門家との面談をどのよう
に行うかが挙げられる．今回，一般のストレスチェック
と同様に個々のフィードバックにおいては，高ストレス
と判定された参加者に対して専門家との面談を勧めた．
しかし従業員数が 50人未満で産業医が選任されていな
い職場では産業医等の専門家と面談できる機会がなく，
自ら専門医を受診する必要があり，そのハードルは高い
と考えられる．今後，これらの課題について何らかの枠
組みを検討する必要がある．
結論として，クリーニング従事者にストレスチェック
を行い，12.7％という，全国の一般労働者の調査と変わら
ない高ストレス者が存在していることが明らかとなっ
た．今回，高ストレス者に関わる統計学的に有意な要因
として年齢と職種が挙げられたが，他にも要因がある可
能性がある．今後もクリーニング従事者に対するストレ
スコントロール対策を検討する際には，個々の事業所の
特性を考慮しつつ，年齢，職種等が影響している可能性
を踏まえることが必要である．また，更に研究参加者を
募ってストレスの要因となり得る様々な因子を引き続き
調査する必要がある．
謝辞：本研究は全国クリーニング生活衛生同業組合連合会「ク

リーニングと公衆衛生に関する審査委員会」の研究費により行いま
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Frequency of High Stress among Dry Cleaning and Laundry Workers in Japan and Related Factors:
Survey with a Brief Job Stress Questionnaire

Satoko Suzuki1), Tomohiro Ohno1)2), Kento Hoshino1), Satoko Iwasawa1),
Noriyuki Yoshioka1) and Masashi Tsunoda1)

1)Department of Preventive Medicine and Public Health, National Defense Medical College
2)Field Epidemiology Training Program, National Institute of Infectious Diseases

Objective: Mental health is a major issue in occupational health in Japan. In workplaces with 50 or more
employees, stress checks are mandatory to prevent mental health issues. However, because most workplaces
in the dry cleaning and laundry industry have fewer than 50 employees, stress checks are not mandatory. To
our knowledge, the mental health of those workers has not been investigated. This study aimed to find infor-
mation on the mental health of dry cleaning and laundry workers and factors related to their stress in Japan.

Methods: A questionnaire survey was conducted from 2021 to 2023 on 352 cleaning workers in the 16 re-
gions of Japan. In addition to the 57 items on the brief job stress questionnaire recommended by the Ministry of
Health, Labour and Welfare, Japan (Category A: 17 items in work stress factors, Category B: 29 items in mental
and physical stress responses, and Category C: 9 items in support from surroundings, and 2 items for satisfac-
tion in work and daily life), the questionnaire included items for age, gender, workplace size, and job types
(cleaning work only, cleaning work and clerical/sales work, and clerical or sales work only). A score-conversion
table was used to convert the scores. Those who scored 12 points or fewer in Category B, or 26 points or fewer
in Categories A and C and 17 points or fewer in Category B, were categorized as high-stress workers. The fre-
quency of high-stress workers was calculated. The frequencies were compared according to age, sex, work-
place size, job type, and residence in metropolitan or other areas.

Results: The total respondents were 220 (63 men, 157 women, average age 56.3 years), and the response
rate was 62.5%. The frequency of high-stress workers was 12.7% (10 men, 18 women). There were differences
in the frequencies among the workplaces. The frequency of high-stress workers younger than 60 years old was
significantly higher than that of those older than 60 years old. There were significant differences in the fre-
quency of high-stress workers according to their job types. There were no significant differences in gender,
workplace size, or region.

Conclusion: The dry cleaning and laundry workers had 12.7% high-stress workers similar to the levels in
the survey of workers overall nationwide. These results suggest that age and job type are significant factors
that contribute to stress. Further studies are warranted with larger populations to elucidate other potential
stress factors.

(JJOMT, 73: 18―26, 2025)
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ⒸJapanese society of occupational medicine and traumatology http://www.jsomt.jp
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